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ア 話題について様々な角度から検討して自分の

考えをもち、根拠を明確にするなど論理の構成や

展開を工夫して意見を述べること。 
 
 
 
 
 
 
 
イ 目的や場に応じて、効果的に話したり的確に聞

き取ったりすること。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ 課題を解決したり考えを深めたりするために、

相手の立場や考えを尊重し、表現の仕方や進行の

仕方などを工夫して話し合うこと。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
エ 話したり聞いたり話し合ったりしたことの内

容や表現の仕方について自己評価や相互評価を

行い、自分の話し方や言葉遣いに役立てるととも

に、ものの見方、感じ方、考え方を豊かにするこ

と。 

調べた内容を参考にして自分の考えをもち、根拠

に基づいて話すことができる。 

 

《具体的な設定例》 

・社会問題などについて、調べた内容を参考にして

自分の考えをもつことができる。 

 

・根拠を示しながら自分の考えを話すことができ

る。 

 

目的や場に応じて、分かりやすく適切な言葉で話

したり、メモを取りながら聞き取ったりすることが

できる。 

《具体的な設定例》 

・自己紹介のスピーチなどで、何のために誰に向か

って話すのかを考えて、言葉を選んで話すことが

できる。 

 

・自己紹介のスピーチなどで、相手の話をメモを取

りながら聞くことができる。 

 

 

相手の考えを受け止め、自分の考えを説明し、円

滑に話し合うことができる。 

 

《具体的な設定例》 

・グループの話し合いなどで、相手と自分の共通点

や相違点をとらえ、自分の考えに生かすことがで

きる。 

 

・司会者や提案者を立て、言葉遣いを考えて話し合

うことができる。 

 

 

 

 

自己評価や相互評価を通して、自分の話し方や言

葉遣いを見直し、自分とは異なるものの見方、感じ

方、考え方に気付くことができる。 

 

 

             幅広く調べた内容を整理して自分の考えをもち、

客観的な根拠に基づいて話すことができる。 

 

《具体的な設定例》 

・社会問題などについて、調べたり取材したりした

内容を基に、自分の考えをもつことができる。 

 

・論拠に基づき、反論を想定しながら自分の考えを

話すことができる。 

 

目的や場に応じて、資料などを用いながら、分か

りやすく適切な言葉で話したり、要点を押さえて聞

き取ったりすることができる。 

《具体的な設定例》 

・報告や発表などで、何のために誰に向かって話す

のかを考えて、必要に応じて資料などを用いなが

ら言葉を選んで話すことができる。 

 

・報告や発表などで、要点を押さえながら、話し手

の主張を聞き取ることができる。 

 

 

相手の立場を理解し、相手の考えを踏まえて自分

の考えを説明し、司会者や提案者などの役割に応じ

て円滑に話し合うことができる。 

《具体的な設定例》 

・グループ討議などで、相手と自分の考えの共通点

や相違点をとらえ、相手の考えの根拠を理解し、

自分の考えに生かすことができる。 

 

・司会者や提案者などの役割に応じて、話し合いが

円滑に進むように、話の構成や展開、言葉遣いな

どを考えて話すことができる。 

 

 

 

自己評価や相互評価を自分の話し方や言葉遣い

に生かし、話し手の多様な思いや考えに気付くこと

ができる。 

 

 

幅広く調べた内容を検討して自分の考えをもち、

客観的な根拠に基づいて論理的に話すことができ

る。 

《具体的な設定例》 

・社会問題などについて、調べたり取材したりした

内容を様々な角度から検討して、自分の考えをも

つことができる。 

・多角的な視点から、論拠に基づいて自分の考えを

話すことができる。 

 

目的や場に応じて、資料や機器などを適切に用い

ながら、分かりやすく効果的な言葉で話したり、主

題を押さえて聞き取ったりすることができる。 

《具体的な設定例》 

・報告や発表などで、何のために誰に向かって話す

のかを考えて、必要に応じて資料や機器などを用

いたり、効果的に伝わるように言葉を選んで話し

たりすることができる。 

・報告や発表などで、話し手の主張や、聞き手が必

要なことを、間違いなく、過不足なく聞き取るこ

とができる。 

 

相手の立場を理解し、相手の考えを生かしながら

自分の考えを説明し、司会者や提案者などの役割に

応じて円滑に話し合うことができる。 

《具体的な設定例》 

・グループやクラスの討議などで、相手の主張につ

いて、その根拠の適否などを確かめ、自分の考え

に生かすことができる。 

・司会者や提案者などの役割に応じて、話し合いが

効果的に展開するように、話の構成や展開、言葉

遣いなどを工夫して話すことができる。また、 

状況に応じて、これまでの経緯を振り返ったり、

これからの展望を考えたりしながら話し合うこ

とができる。 

 

自己評価や相互評価を自分の話し方や言葉遣い

に生かし、話し手の多様な思いや考えに触れ、その

意義や価値に気付き、自身の考えを広げ、深めるこ

とができる。 
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ア 相手や目的に応じて題材を選び、文章の形態や

文体、語句などを工夫して書くこと。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ 論理の構成や展開を工夫し、論拠に基づいて自

分の考えを文章にまとめること。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ 対象を的確に説明したり描写したりするなど、

適切な表現の仕方を考えて書くこと。 
 
 
 
 
 
 
 
 

《具体的な設定例》 

・相手や場に応じた語句の用い方、態度、論の構成

など、自己や他者の良い点・直すべき点を指摘す

ることができる。 

 

 

 

誰に向かって何のために書くのかを考え、題材や

文章の形態にふさわしい文体や語句を用いて書く

ことができる。 

《具体的な設定例》 

・与えられた題材に即して、自分が体験したことや

考えたこと、身の回りのことなどから、相手や目

的に応じた材料を収集することができる。 

・常体と敬体を区別し、どちらかに統一することが

できる。 

・語句や言い回しの重複を避けることができる。 

 

 

論理の構成や展開の仕方について知り、自分の考

えをその根拠と結び付けて文章にすることができ

る。 

《具体的な設定例》 

・「序論－本論－結論」を意識して６００字程度の

文章を書くことができる。 

 

 

・事実・意見・引用を区別し、根拠を示しながら自

分の考えを明確にすることができる。 

 

 

説明や描写の違いなどを知り、相手や目的を意識

した表現の仕方で書くことができる。 

 

《具体的な設定例》 

・事実や事柄などを具体的に説明したり、手順や理

由などを順序立てて説明したりすることができ

る。 

・情景や人物、心情などを、読み手が想像しやすい

ように描写することができる。 

 

《具体的な設定例》 

・相手や目的、場に応じた言葉遣い、態度、論の構

成・展開の仕方など、自己や他者の良い点・直す

べき点を指摘し、それぞれに込められた思いや考

えに気付くことができる。 

 

 

誰に向かって何のために書くのかを考え、自らそ

の目的に応じた題材や文章の形態を選び、それにふ

さわしい文体や語句を用いて書くことができる。 

《具体的な設定例》 

・自分自身の体験や考えたこと、身の回りのことな

どから目的に応じて題材を選び、材料を収集した

り選択したりすることができる。 

・常体と敬体を相手や目的に応じて使い分けること

ができる。 

・複数の語句や言い回しの中から題材や文章の形態

にふさわしいものを選択することができる。 

 

論理の構成や展開の仕方について理解し、論拠に

基づいて自分の考えを文章にすることができる。 

 

《具体的な設定例》 

・「序論－本論－結論」、「頭括型・尾括型・双括型」

などの文章の組み立て方や進め方を取り入れて、

６００～８００字程度の文章を書くことができ

る。 

・反論を想定しながら、論拠に基づいて自分の考え

をまとめることができる。 

 

 

説明や描写を使い分けるなど、相手や目的、場に

応じた適切な表現の仕方で書くことができる。 

 

《具体的な設定例》 

・事実や事柄などを正確に説明したり、手順や理由

などを論理的に説明したりすることができる。 

 

・情景や人物、心情などを、表現技法などを用いて、

読み手が想像しやすいように描写することがで

きる。 

《具体的な設定例》 

・相手や目的、場に応じた用語や引例、態度、論の

構成、展開の着実性や意外性など、自己や他者の

良い点・直すべき点を指摘し、それぞれに込めら

れた思いや考えとその意義・価値に気付くことが

できる。 

 

誰に向かって何のために書くのかを考え、自らそ

の目的に応じた題材や文章の形態を選び、それにふ

さわしい文体や語句を工夫して書くことができる。 

《具体的な設定例》 

・自ら目的に応じて題材を選び、自分自身の体験や

考えたことに加え、読書や調査および観察などで

得られた材料を選択することができる。 

・常体と敬体を相手や目的に応じ、効果を考えて使

い分けることができる。 

・文章の形態や文体を考え、語句や言い回しを工夫

することができる。 

 

論理の構成や展開を工夫し、論拠に基づいて自分

の考えを説得力のある文章にまとめることができ

る。 

《具体的な設定例》 

・「序論－本論－結論」、「現状認識－問題提起－解

決－結論－展望」、「頭括型・尾括型・双括型」な

どの文章の組み立てや進め方を取り入れて、与え

られた条件に応じた文章を書くことができる。 

・客観性や信頼性の高い資料を用いるなどして、多

角的な視点から、論拠に基づいて自分の考えをま

とめることができる。 

 

説明や描写を効果的に使い分けるなど、相手や目

的、場に応じた適切な表現の仕方を考えて書くこと

ができる。 

《具体的な設定例》 

・事実や事柄などを正確に説明したり、手順や理由

などを論理的かつ的確に説明したりすることが

できる。 

・情景や人物、心情などを、表現方法を工夫して、

読み手がありありと想像できるように描写する

ことができる。 
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エ 優れた表現に接してその条件を考えたり、書い

た文章について自己評価や相互評価を行ったり

して、自分の表現に役立てるとともに、ものの見

方、感じ方、考え方を豊かにすること。 
 
 
 
 
ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意

して読むこと。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取った

り、必要に応じて要約や詳述をしたりすること。 
 
 
 
 
 
 

自他の文章への評価を通して、自分の表現を見直

し、自分とは異なるものの見方、感じ方、考え方に

気付くことができる。 

《具体的な設定例》 

・構成の仕方や語句の用い方などの良い点・直すべ

き点を指摘することができる。 

 

 

【現代文】 

文章の形態（小説・評論・韻文など）における表

現の特色を意識しながら読むことができる。 

 

《具体的な設定例》 

・比喩
ゆ

法（直喩
ゆ

・隠喩
ゆ

・擬人法）を知り、文章中の

比喩
ゆ

を指摘することができる。 

・小説の表現や韻文のリズムを、音読を通して味わ

うことができる。 

【古典】 

比較的短く平易な文章について、文章の形態の違

いを知り、表現技法や語句の使い方に注意して読む

ことができる。 

《具体的な設定例》 

古文 

・歴史的仮名遣いに注意して音読することができ

る。 

・物語・随筆・日記・和歌などのジャンルの違いを

意識して、それぞれの作品を読むことができる。 

漢文 

・漢文の基本的なきまり（訓点・再読文字・置き字・

句法など）に従って音読することができる。 

・詩の形態や押韻を指摘することができる。 

 

 

【現代文】 

文脈をとらえ、筆者の考えなどを読み取ったり要

約したりすることができる。 

 

 

《具体的な設定例》 

・文章中のキーワードを指摘することができる。 

 

自他の文章への評価を通して、自分の表現に生か

し、書き手の多様な思いや考えに気付くことができ

る。 

《具体的な設定例》 

・発想の豊かさや論の構成・展開の仕方など、良い

点・直すべき点を指摘することができる。 

 

 

【現代文】 

文章のそれぞれの形態における表現技法や語句

の使い方の工夫などに注意しながら読むことがで

きる。 

《具体的な設定例》 

・比喩
ゆ

法を理解し、文章中の比喩
ゆ

について説明でき

る。 

・小説の表現や韻文のリズムを、音読・暗唱などを

通して味わうことができる。 

【古典】 

量・難易度とも中程度の文章について、文章の形

態の違いを理解し、表現技法や語句の使い方の工夫

をとらえて読むことができる。 

《具体的な設定例》 

古文 

・文節や単語など区切りに注意して音読することが

できる。 

・物語・随筆・日記・和歌などの違いを理解して、

それぞれの作品を読むことができる。 

漢文 

・漢文の基本的なきまりに従って音読することがで

きる。 

・詩の形態や押韻、対句を指摘することができる。 

 

 

【現代文】 

文脈をとらえ、語句や表現に注意しながら、筆者

の考えなどを読み取ったり、指定された字数で要約

したりすることができる。 

 

《具体的な設定例》 

・文章中のキーワード、キーセンテンスを筆者の主

張との関係で指摘することができる。 

自他の文章への評価を通して、自分の表現を高

め、書き手の多様な思いや考えに触れ、その意義や

価値に気付くことができる。 

《具体的な設定例》 

・読み手を意識した用語や引例、論の構成・展開の

着実性や意外性など、良い点・直すべき点を指摘

することができる。 

 

【現代文】 

文章のそれぞれの形態における表現技法や語句

の使い方の工夫などに注意し、その効果を考えなが

ら読むことができる。 

《具体的な設定例》 

・比喩
ゆ

法を理解し、文章中の比喩
ゆ

とその効果につい

て説明できる。 

・小説の表現や韻文のリズムを、音読・暗唱・朗読

などを通して味わうことができる。 

【古典】 

比較的長く難易度も中程度以上の文章について、

文章の形態の違いや特色を理解し、表現技法や語句

の使い方の工夫をとらえて読むことができる。 

《具体的な設定例》 

古文 

・文章の内容や表現技法を踏まえた音読や朗読がで

きる。 

・物語・随筆・日記・和歌などの違いや特質を理解

して、それぞれの作品を読むことができる。 

漢文 

・文章の内容や句法などの表現技法を踏まえた音読

や朗読ができる。 

・詩の形態や押韻を指摘し、対句について説明でき

る。 

 

【現代文】 

文脈をとらえ、語句や表現に注意しながら、筆者

の考えなどを的確に読み取り、指定された条件に従

って要約したり、詳しく説明・解説したりすること

ができる。 

《具体的な設定例》 

・文章中のキーワード、キーセンテンスを筆者の主

張との関係で説明できる。 
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ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に

即して読み味わうこと。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・文章中の指示語や接続詞を意識して読むことがで

きる。 

・筆者の主張と具体例とを区別し、主張を中心に要

約することができる。 

 

 

 

【古典】 

比較的短く平易な文章を、基本的な文語のきまり

や訓読のきまりに注意して、傍訳などの助けを得な

がら、読み取ることができる。 

《具体的な設定例》 

古文 

・基本的な用言・助動詞・敬語、係り結びなどを理

解して、文章を読み取ることができる。 

 

漢文 

・訓点や、基本的な再読文字（未、将など）・置き

字（於、而など）・句法（否定、使役など）につ

いて理解して、文章を読み取ることができる。 

 

【現代文】 

登場人物を押さえ、行動や性格、心情の変化をと

らえることができる。 

                                             

登場人物の心情が情景描写にしばしば反映・象徴

されることを理解する。 

《具体的な設定例》 

芥川龍之介『羅生門』などで 

・各場面での登場人物の言動や心情を読み取ること

ができる。 

・比喩表現などから状況や心情をとらえることがで

きる。 

【古典】 

比較的短く平易な文章の場面や人物を押さえ、誰

が、どうしたという流れを読み取ることができる。 

 

 

 

 

 

・文章中の指示語の内容や接続詞の働きを理解して

読むことができる。 

・筆者の主張を抜き出して各段落を要約したり、指

定された条件に従って全体を要約したりすること

ができる。 

 

 

【古典】 

量・難易度とも中程度の文章について、主要な文

語のきまりや訓読のきまりに注意しながら、語句や

表現に即して読み取ることができる。 

《具体的な設定例》 

古文 

・用言・助動詞、基本的な助詞・敬語、係り結び、

和歌の修辞などを理解して、文章を読み取ること

ができる。 

漢文 

・訓点や再読文字、基本的な置き字・句法について

理解して、文章を読み取ることができる。 

 

 

【現代文】 

登場人物の行動や性格、心情の変化、ものの見方、

感じ方、考え方をとらえることができる。 

 

 情景描写から心情を読み取ることができる。 

 

《具体的な設定例》 

芥川龍之介『羅生門』などで 

・登場人物の言動や、心情とその変化を読み取り、

説明できる。                                   

・比喩表現などから状況や心情をとらえて説明でき

る。 

【古典】 

量･難易度とも中程度の文章の場面や人物を押さ

え、行動や心情を読み取ることができる。 

 

 

 

 

 

・指示語や接続詞に着目して論の展開をとらえるこ

とができる。 

・筆者の主張を抜き出して整理し、分かりやすく並

べ直したり、指定された条件に従って要約したり

することができる。 

・文章中の難解な部分や含蓄のある部分について、

詳しく説明・解説することができる。 

【古典】 

比較的長く難易度も中程度以上の文章について、

文語のきまりや訓読のきまりに従って、語句や表現

に即して読み取り、内容を説明できる。 

《具体的な設定例》 

古文 

・用言・助詞・助動詞、敬語の用法、係り結び、和

歌の修辞などを理解して、文章を読み取ることが

できる。 

漢文 

・訓点・再読文字・置き字、主要な句法について理

解して、文章を読み取ることができる。 

 

 

【現代文】 

登場人物の行動や性格、心情の変化、ものの見方、

感じ方、考え方、生き方などを的確にとらえ、人物

相互の関係の変容を読み取ることができる。 

情景描写から心情や物事の起こる予兆などを読

み取ることができる。 

《具体的な設定例》 

芥川龍之介『羅生門』などで 

・登場人物の言動や、心情の変化とその過程を読み

取り、理由を説明できる。 

・比喩表現などから状況や心情をとらえ、その移り

変わりを説明できる。 

【古典】 

比較的長く難易度も中程度以上の文章について、

情景や登場人物の行動、心情、生き方などを読み取

るとともに、情景描写の中にある心情の反映や象

徴、物事の予兆としての表現などに気付くことがで

きる。 
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エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方

について評価したり、書き手の意図をとらえたり

すること。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
オ 幅広く本や文章を読み、情報を得て用いたり、

ものの見方、感じ方、考え方を豊かにしたりする

こと。 
 
 
 
 
 

《具体的な設定例》 

古文 

『宇治拾遺物語』「児のそら寝」などで 

・人物（誰が）、場面（いつ、どこで）、出来事（何

を、どうした）を読み取ることができる。 

 

・児が心の中で思った部分を指摘することができ

る。 

 

漢文 

李白「静夜思」などで 

・人物（誰が）、場面（いつ、どこで）、出来事（何

を、どうした）を読み取ることができる。 

・作者の心情を理解する。 

 

 

様々な文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の

仕方について考えたり、書き手の主張をとらえたり

することができる。 

 

《具体的な設定例》 

・各段落の働きを理解し、段落相互の関係を読み取

ることができる。 

 

 

・情景や心情の変化に注意して、作品全体の筋（ス

トーリー）をとらえることができる。 

・用いられている文体の効果や、語句の工夫、対比・

比喩
ゆ

などの表現技法を指摘することができる。 

 

・具体例と意見を区別しながら、書き手の考えの強

調点をとらえることができる。 

 

様々な形態・内容・分野の本や文章を読み、そこ

から得た情報を評価し、自分の考えをもつことがで

きる。 

《具体的な設定例》 

・様々な形態（文学的な文章・論理的な文章・実用

的な文章など）や、幅広い内容・分野（芸術・社

会学・自然科学など）の本や文章を読むことがで

きる。 

《具体的な設定例》 

古文 

『伊勢物語』「芥川」などで 

・人物（行動や心情）、情景（場面、状況、風景）、

出来事（何を、どうした）を読み取ることができ

る。 

・和歌に込められた男の心情を理解する。 

 

                                

漢文 

杜甫「春望」などで 

・描かれた人物、場面、時代や場所、状況、出来事、

情景を読み取ることができる。 

・「白頭掻更短」のような間接的な表現に込められ

た作者の心情を理解する。 

 

様々な文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の

仕方について、その効果を指摘したり、書き手の主

張や目的をとらえたりすることができる。 

 

《具体的な設定例》 

・各段落の働きを理解し、段落相互の関係を読み取

ったり、「序論・本論・結論」などの文章の組み

立てを指摘したりすることができる。 

 

・情景や心情の変化をたどり、作品全体の筋をとら

えて説明できる。 

・用いられている文体の効果や、語句の工夫、対比・

比喩
ゆ

などの表現技法を説明できる。 

 

・書き手の主張や意図を読み取ることができる。 

 

 

様々な形態・内容・分野の本や文章を読み、そこ

から得た情報を評価し、目的に応じて活用したり、

自分の考えを深めたりすることができる。 

《具体的な設定例》 

・様々な形態や幅広い内容・分野の本や文章を、書

店や図書館だけでなく、ウェブページなど幅広い

方法で入手し、読むことができる。 

 

《具体的な設定例》 

古文 

『伊勢物語』「筒井筒」などで 

・場面ごとの人物の行動や心情などを読み取り、説

明できる。 

 

・それぞれの和歌に込められた心情を理解し、鑑賞

することができる。 

・男の心情の変化とその理由を説明できる。  

漢文                                                     

陶潜「桃花源記」などで 

・人物の行動や心情、場面、時代や場所、状況、出

来事、情景などを読み取ることができる。 

・当時の中国の人々がどのような世界に憧れたかを

読み取り、現実との関係を考えることができる。 

 

様々な文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の

仕方について、その効果や的確性を根拠を明確にし

て指摘したり、書き手の主張や目的、手法をとらえ

たりすることができる。 

《具体的な設定例》 

・各段落の働きを理解し、段落相互の関係を的確に

読み取ったり、「序論・本論・結論」などの文章

の組み立てや、「頭括型・尾括型・双括型」など

の文章の型を指摘したりすることができる。 

・情景や心情の変化をたどり、作品全体の筋を的確

にとらえて説明できる。 

・用いられている文体の効果や、語句の工夫、対比・

比喩
ゆ

などの表現技法の的確性を根拠を示しなが

ら説明できる。 

・書き手の主張を読み取り、説明できる。 

 

 

様々な形態・内容・分野の本や文章を読み、そこ

から得た情報を評価し、目的に応じて活用したり、

自分の考えを深めたりすることができる。 

《具体的な設定例》 

・様々な形態や幅広い内容・分野の本や文章を、書

店や図書館だけでなく、ウェブページなど幅広い

方法で入手し、読むことができる。 
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ア 伝統的な言語文化に関する事項 
（ア）言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化

との関係について気付き、伝統的な言語文化へ

の興味・関心を広げること。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（イ）文語のきまり、訓読のきまりなどを理解する

こと。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ 言葉の特徴や決まりに関する事項 
（ア）国語における言葉の成り立ち、表現の特色及

び言語の役割などを理解すること。 
 
 
 
 

・読んだ本や文章から、必要な情報を読み取り利用

することができる。 

 

・読んだ文章を評価することを通して、自分とは異

なるものの見方、感じ方、考え方に気付くことが

できる。 

 

 

日本の伝統的な言語文化について基本的な事柄

を知り、また外国の文化の影響に気付くことができ

る。 

《具体的な設定例》 

・和歌の朗詠･贈答の慣習、三大集（万葉･古今・新

古今)を知る。 

 

・基本的な古典知識（月の異名、十二支など）を知

る。 

 

・中国の文字や書物の影響のうち基本的なもの（故

事成語など）を知る。 

 

基本的な文語のきまり、訓読のきまりを理解し、

文章の音読や読解を行うことができる。 

《具体的な設定例》 

・歴史的仮名遣い、基本的な用言の活用（「活用表

が完成できる」など）、基本的な助動詞（「ず」「け

り」など）、係り結び、敬語などを理解する。 

 

 

・訓点や基本的な再読文字（未、将など）・置き字

（於、而など）・句法（否定・使役など）につい

て理解し、訓読したり書き下し文に改めたりする

ことができる。 

 

 

【現代文】 

語句、語彙の構造的な仕組みとしての成り立ちに

ついて基本的な事柄を知り、また、他の言語との比

較から明らかになる表現の特色や、社会における言

語の役割について基本的な事柄に気付き、活用する

ことができる。 

・読んだ本や文章から、必要な情報を読み取り、目

的に応じて活用することができる。 

 

・読んだ文章を評価することを通して、文章に表れ

た書き手の多様な思いや考えに気付くことがで

きる。  

 

  

日本の伝統的な言語文化について主要な事柄を

知り、また外国の文化の影響を理解する。 

 

《具体的な設定例》 

・和歌の朗詠･贈答の慣習、三大集、歌物語などに

ついて理解する。 

 

・主要な古典知識（月の異名、十二支、古時刻･古

方位、年中行事）や価値観（結婚観や宗教観など）

について理解する。 

・中国の文字や書物の影響のうち主要なもの（故事

成語、漢詩など）について理解する。 

  

主要な文語のきまり、訓読のきまりを理解し、文

章の音読や読解を行うことができる。 

《具体的な設定例》 

・歴史的仮名遣い、用言の活用、助動詞・基本的な

助詞（「ば」など）の意味･用法、係り結び、敬語、

和歌の修辞などを理解する。 

 

 

・訓点や再読文字、基本的な置き字・句法について

理解し、訓読したり書き下し文に改めたりするこ

とができる。   

 

 

 

【現代文】 

語句、語彙の構造的な仕組みとしての成り立ちに

ついて主要な事柄を理解し、また、他の言語との比

較から明らかになる表現の特色や、社会における言

語の役割について主要な事柄を認識し、活用するこ

とができる。 

・読んだ本や文章から、必要な情報を読み取り、目

的に応じて適切に加工しながら活用することが

できる。 

・読んだ文章を評価することを通して、文章に表れ

た書き手の多様な思いや考えに触れ、その意義や

価値に気付くことができる。 

 

 

日本の伝統的な言語文化について知り、また外国

の文化の影響を理解し、主要な作品への影響を指摘

することができる。                                   

《具体的な設定例》 

・和歌の朗詠･贈答の慣習、三大集、勅撰集、歌物

語などについて理解し、個々の文学並びに文学史

について調べたり学んだりすることができる。 

・古典知識（月の異名、十二支、古時刻･古方位、

年中行事、官位など）や価値観について理解する。 

 

・中国の文字や書物の影響（故事成語、漢詩、史伝・

思想など）について理解する。 

 

文語のきまり、訓読のきまりを理解し、文章の音

読や読解を正確に行うことができる。 

《具体的な設定例》 

・歴史的仮名遣い、用言の活用（「恨む」「飽く」な

どを含む）、助詞･助動詞の意味･用法、係り結び、

敬語の用法、和歌の修辞などを理解し、文法的に

説明したり、本文の読解に役立てたりすることが

できる。 

・訓点、再読文字、置き字、句法について理解し、

訓読したり、書き下し文を参考にして白文に訓点

を施したりすることができる。  

 

 

 

【現代文】 

語句、語彙の構造的な仕組みとしての成り立ちに

ついて理解し、また、他の言語との比較から明らか

になる表現の特色や、社会における言語の役割につ

いて認識し、活用することができる。 

 



教科：国  語 科目：国語総合                                                                        
 

学習指導要領 スタンダード「基礎」  スタンダード「応用」 スタンダード「発展」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（イ）文や文章の組立て、語句の意味、用法及び表

記の仕方などを理解し、語彙を豊かにするこ

と。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《具体的な設定例》 

・熟語の構成における主述関係や修飾、被修飾の関

係などを理解する。 

・和語、漢語、外来語の区別ができ、効果の違いを

知る。 

 

・言語の主要な機能（認識、伝達、思考、想像など）

を理解する。 

 

【古典】 

言葉の歴史的な成り立ちと変遷、語彙の歴史的な

経緯について基本的な事柄を知る。 

《具体的な設定例》 

・歴史的仮名遣いを理解して古文を正しく読むこと

ができる。 

・基本的な古今異義語（うつくし、をかしなど）の

意味の違いを知る。 

 

【現代文】      

文の成分や文章の構成、語句の意味、用法及び表

記の仕方などについて基本的な事柄を知り、活用す

ることができる。 

《具体的な設定例》 

・基本的な文について、文の成分（主語、述語、修

飾語など）を指摘することができる。 

・比較的平易な文章の段落構成（序論・本論・結論、

起承転結など）を理解する。 

・比較的平易な文章について、語句の意味・用法を

理解する。 

・説明的文章に使用される語句のうち、基本的なも

の（客観、具体、コミュニケーション、リアリテ

ィなど）の意味を理解する。 

 

【古典】 

古語辞典や漢和辞典を引くことができ、基本的な

古語や漢語の意味を知る。 

《具体的な設定例》 

・基本的な古語（遊び、いらふ、ありがたし、いと

など）40語程度の意味を知る。 

・基本的な漢語（不、使、也、欲、乃など）20語程

度の意味を知る。 

《具体的な設定例》 

・熟語の構成における主述関係や修飾、被修飾の関

係などを説明できる。 

・和語、漢語、外来語の区別やそれぞれの語感の違

い、具体的な使われ方などを理解する。 

 

・言語の主要な機能を理解し、それが個人や対人的

な領域だけでなく、社会的な領域で実現されてい

ることを理解する。 

【古典】 

言葉の歴史的な成り立ちと変遷、語彙の歴史的な

経緯について主要な事柄を知る。 

《具体的な設定例》 

・歴史的仮名遣いを理解して古文を正しく読んだ

り、表記したりすることができる。 

・主要な古今異義語（あはれなり、おどろく、のの

しるなど）の意味の違いを知る。 

 

【現代文】     

文の成分や文章の構成、語句の意味、用法及び表

記の仕方などについて主要な事柄を知り、活用する

ことができる。 

《具体的な設定例》 

・文の成分を理解し、照応関係に注意して文を書く

ことができる。 

・難易度が中程度の文章の段落構成を理解し、また、

それを意識して文章を書くことができる。 

・難易度が中程度の文章について、語句の意味・用

法を理解し、また適切に用いることができる。 

・説明的文章に使用される語句のうち主要なもの

（相対、抽象、エゴイズム、グローバルなど）の

意味を理解する。 

 

【古典】 

古語辞典や漢和辞典を活用し、基本的な古語や漢

語の意味を理解する。                            

《具体的な設定例》 

・基本的な古語（おぼえ、ながむ、あさまし、いか

で など）80語程度の意味を理解する。 

・基本的な漢語（豈、被、耳、況、已など）40語程

度の意味を理解する。 

《具体的な設定例》 

・熟語の構成上の様々な関係について説明できる。 

 

・和語、漢語、外来語の区別やそれぞれの語感の違

い、具体的な使われ方などを理解し、使い分ける

ことができる。 

・言語の主要な機能を理解し、それが社会的、歴史

的など様々な領域で実現されていることを理解

する。 

【古典】 

言葉の歴史的な成り立ちと変遷、語彙の歴史的な

経緯について理解する。 

《具体的な設定例》 

・歴史的仮名遣いを理解して古文を正しく読んだ

り、表記したりし、その規則性を説明できる。 

・古今異義語の意味の変遷を理解し、言葉の成り立

ちについて考えることができる。 

 

【現代文】 

文の成分や文章の構成、語句の意味、用法及び表

記の仕方などについて理解し、活用することができ

る。                                     

《具体的な設定例》 

・文の成分を理解し、照応関係や表現効果を意識し

て文を書くことができる。 

・様々な文章の段落構成を理解し、また、それを意

識して文章を書くことができる。 

・様々な文章について、語句の意味・用法を理解し、

また適切に用いることができる。 

・説明的文章に使用される語句のうち難解なもの

（概念、普遍、カテゴリー、マクロなど）の意味

を理解する。 

 

【古典】 

古語辞典や漢和辞典を活用し、主要な古語や漢語

の意味を理解する。 

《具体的な設定例》 

・主要な古語（ほど、にほふ、あたらし、なかなか

など）100語程度の意味を理解する。 

・主要な漢語（寧、如何、与、縦、若など）50語程

度の意味を理解する。  
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ウ 漢字に関する事項 
（ア）常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字が書け

るようになること。 
 
 

 

常用漢字の大体を読み、学年別漢字配当表の漢字

1006字を含む1300字程度を書くことができ、文や

文章の中で使うことができる。 

 

常用漢字の大体を読み、学年別漢字配当表の漢字

1006 字を含む1600字程度を書くことができ、文や

文章の中で使うことができる。 

 

常用漢字の全てを読み、その大体を書くことがで

き、文や文章の中で使い慣れる。   
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(1)

数

と

式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 数と集合 

（ア）実数 

   数を実数まで拡張する意義を理解し、簡単な

無理数の四則計算をすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自然数、整数、有理数、無理数の包含関係など、

実数の構成を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実数と直線上の点が一対一対応であることを理解

し、実数を数直線上に示すことができる。 

 

 

 

 

 

 

・ 無理数の加法及び減法、乗法公式などを利用し

た計算ができる。また、分母だけが二項である

無理数の分母の有理化ができる。 

・  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

・自然数、整数、有理数、無理数、実数のそれぞれ

の集合について、四則演算の可能性について判断

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実数の絶対値が実数と対応する点と原点との距離

であることを理解する。 

 

 

 

 

 

 

・置き換えなどを利用して、三項の無理数の乗法の

計算ができる。また、分母と分子がともに二項で

ある無理数の分母の有理化ができ、さらに、無理

数の整数部分や小数部分を求めることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・数の演算の可能性や方程式の解の存在などに関連

付けて数の拡張の意義を理解する。また、様々な

数の集合について、四則演算の可能性について判

断できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・絶対値を含む式を、場合分けをして、絶対値をは

ずした式で表すことができる。 

 

 

 

 

 

 

・分母が三項である無理数の分母の有理化ができ

る。また、二重根号を簡単な式に変形できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(例１) 
22

627183 を計算せよ。 

(例２) 
2

623 を計算せよ。 

(例３) 
35

1
の分母を有理化せよ。 

(例１) 321321  を計算

せよ。  

(例２)  
13
13
の整数部分をa，小数部分

をb とするとき，a とb の値を求め

よ。 

(例１) 
321

1
の分母を有理化せよ。 

(例２) 1027 を簡単にせよ。 

(例) 次の空欄に適当な言葉をいれて，数の

集合を表しなさい。 

無理数

ア

イ

ウ

整数

 
 

(例) 下の表において，それぞれの数の範囲

で四則計算を考えるとき，計算がその範

囲で常にできる場合には○を，常にでき

るとは限らない場合には×をつけよ。た

だし，除法では0で割ることは考えない。 

加 法 減 法 乗 法 除 法

自 然 数

整 数

有 理 数

実 数

(例) 集合 A ＝       ZbZaba ,3　  

は，四則演算のどの演算に閉じている

か答えよ。ただし，整数全体の集合をZ
とする。 

(例)     32 aa  を簡単にせよ。 
(例) 次の値を求めよ。 

 (1)   2     (2)   62  

(例) 実数(1)2.5，(2)π，(3) 3 が対応

する数直線上の点はどれか答えよ。 

  
Ｅ
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（イ）集合 

   集合と命題に関する基本的な概念を理解し、

それを事象の考察に活用すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・集合に関する基本的な用語・記号や集合の包含関

係を理解するとともに、ベン図や数直線を活用し

て、二つの集合について、共通部分、和集合、補

集合を求めることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・命題、条件の否定、命題の逆・裏・対偶などの基

本事項を理解し、集合（真理集合）を用いて、命

題の真偽が判断できる。また、二つの条件につい

て、「必要条件」「十分条件」を判断できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・命題の対偶と元の命題の真偽が一致することを理

解し、命題の対偶による証明ができる。また、背

理法が「 qp 」を仮定して、矛盾を導き出すこ

とによる証明法であることを知る。 

 

 

 

 

 

 

・三つの集合について、共通部分、和集合を求める

ことができる。また、二つの集合について、「ド・

モルガンの法則」を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「かつ」と「または」の否定について、集合の「ド・

モルガンの法則」と関連付けて理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・背理法を理解し、簡単な命題の証明に活用するこ

とができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・数直線を活用して、要素の個数や共通部分、和集

合、補集合を求めることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・様々な命題について、適切な証明法を選択し、証

明することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(例１) 次の命題の逆を述べよ。また、その

命題の真偽を答えよ。なお、偽である

場合は反例をあげよ。  

「 255 2xx 」 

 (例２) 次の□に「必要」、「十分」のうち、

最も適切なものを入れよ。 

「nを自然数とするとき、nが 24 の正の

約数であることは、nが 12 の正の約数で

あるための□条件である。」 

(例) 次の二つの集合A ，B の関係を ，  

を使って表せ。 

 (1) 正方形の集合をA  

   ひし形の集合をB  

(2) A ＝{ x  x3 } 

B ＝{ x  x1 } 

(例) 集合U を1から9までの自然数の集合

とする。U の部分集合A ＝｛2,3,5,7｝， 

B ＝｛5,6,7｝について，次の集合を求

めよ。 

(1) BA      (2) BA  

(3) A         (4) BA   

 

 (例)  背理法を利用して， 3 が無理数で

あることを証明せよ。 

(例)  三つの整数a，b ，c が 222 cba を

満たすとき，a ，b ，c の少なくとも

１つは偶数であることを証明せよ。 

(例)  n は整数とする。対偶を利用して，

「 2n が3の倍数ならば，nは3の倍数で

ある。」を証明せよ。 

(例)  U ＝｛n 　nは1桁の自然数｝を全体

集合とし，U の部分集合A ，B ，C に

ついて，以下が成立している。 

B ＝｛1,4,8,9｝， 

BA ＝｛1,2,4,5,7,8,9｝， 

CA ＝｛1,2,4,5,6,7,9｝， 

BA ＝｛4,9｝， CA ＝｛7｝ 

CB ＝｛1｝， CBA ＝   

(1) 集合A を求めよ。  

(2) 集合 CB を求めよ。 

 (例) 次の条件の否定を答えよ。 

 (1) 1x  または x≦2  

 (2) 0x   かつ  2y  

(例)  x は実数とする。 

A ＝｛ |x 0≦x ， x≦3 ｝， 

B ＝｛ |x 53 x ｝のとき， 

(1) BA の要素のうち，整数の個数を求め

よ。  

(2) BA の補集合を求めよ。 
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イ 式 

（ア） 式の展開と因数分解 

   二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解

を深め、式を多面的にみたり目的に応じて式を

適切に変形したりすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ） 一次不等式 

   不等式の解の意味や不等式の性質について

理解し、一次不等式の解を求めたり一次不等式

を事象の考察に活用したりすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・二次の乗法公式及び因数分解の公式が活用でき

る。また、式の置き換えや一つの文字に着目する

などして、展開・因数分解ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・数量の大小関係についての条件を不等式で表すこ

とができ、大小関係を処理する上での基本となる

不等式の性質を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

・不等式の解の意味を理解するとともに、不等式の

性質を利用して、一次不等式や連立不等式を解く

ことができる。また、日常的な簡単な事象につい

て一次不等式や連立不等式を活用できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・式の置き換えや一つの文字に着目するなどして、

複雑な式を簡単な式に帰着させ、展開・因数分解

できる。また、対称式の式変形ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・絶対値の定義を理解し、絶対値を含む方程式及び

一次不等式を解くことができる。 

 

 

 

 

 

・一次不等式や連立不等式を解くことができ、整数

解の個数などについて、解を吟味して求めること

ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・式を多面的に捉えることができ、展開や複二次式

の因数分解など、様々な式の処理ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・場合分けを利用し、絶対値を含む方程式及び一次

不等式を解くことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(例) 次の問に答えよ。 

(1) )34)(23( axax を展開せよ。 

 (2) 372 2 xx を因数分解せよ。 

 (3) 1yxxy を因数分解せよ。 

(4) 542 yxyx を因数分解せ  

よ。 

(例) 次の問に答えよ。 

(1) 2)( cba を展開せよ。 

(2) 2323 22 yxyxyx を因数分

解せよ。 

(3) 3yx ， 1xy のとき， 22 yx  

 を求めよ。 

(例)  次の問に答えよ。 

(1) )32)(32( 22 xxxx を展開せ

よ。 

(2)  43 24 xx を因数分解せよ。 

(例１) 不等式 xx 34233 ≦  を解け。 

(例２) 連立不等式 
32473

1296
xx

xx
≧

＜
  

   を解け。 

(例３) 1枚2gのカードを7gの封筒に入れ

て，30g以内にして送りたい。 

カードは最大何枚入れて送ることが

できるか。 

（例） 次の不等式を満たす最小の自然数を

求めよ。 

nn
2
14

5
14  

(例) 方程式 93xx 2  を解け。  

(例) ba のとき，次の□の中に＜，＞の

いずれかの記号を記入せよ。 

 (1) 2a □ 2b  (2) 3a □ 3b  

(3) 2a □ 2b   (4) 
3

a
□

3
b  

(例) 不等式 53 2 x  を解け。  
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(2) 

図

形

の

計

量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 三角比 

（ア）鋭角の三角比 

   鋭角の三角比の意味と相互関係について理

解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）鈍角の三角比 

   三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し、鋭

角の三角比の値を用いて鈍角の三角比の値を

求めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・鋭角の三角比の定義を、直角三角形の辺の比と角

の大きさとの間の関係として理解し、直角三角形

の辺の長さを求めることができるとともに、身近

な事象に活用できる。 

 

 

 

 

 

 

 

・三角比の相互関係を理解し、一つの三角比の値か

ら残りの三角比の値を求めることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・鈍角の三角比の定義が鋭角の三角比の定義の拡張

であることを理解する。また、180 の三角比

について理解し、鈍角の三角比を求めることがで

きる。（三角比の表を活用することも含む。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・鋭角の三角比の定義を理解し、三角比を活用して、

身近なものの長さ（高さ、距離等）や角度を求め

ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・90 の三角比について理解し、適切に活用で

きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・座標平面を利用して、三角方程式及び三角不等式

を0°から180°までの範囲で解くことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・三角比の相互関係を鋭角の三角比の定義に基づい

て説明することができ、三角比やその相互関係を

適切に活用できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・90 ，180 の三角比の考え方を基に， 

90 の三角比を考察し，式の証明などに活用

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(例) 鉄塔を支えるために，50mのロープを

地上のA地点から鉄塔の先端Bまで張っ

た。先端Bの真下の地点をHとするとき，

∠BAH＝40°であった。 

塔の高さBHを求めよ。 

  

(例) 地点A から塔の先端P を見上げた角  

  は 60°であった。次に，塔へ向かって

水平に 10m 進んだ地点B からP を見上

げた角は 45°であった。先端P の真下

の地点をH とするとき，塔の高さPH を

求めよ。 

(例) 次の公式を三角比の定義に基づいて

説明せよ。 

2

2

cos
1tan1  

(例) ∠ 90C である直角三角形ABCに

おいて，
5
4cos A のとき，次の問に答

えよ。 

(1) Asin ， Atan の値を求めよ。  

 (2) )90cos( A－ ， )90sin( A ， 

)A－90tan( の値を求めよ。 

 

(例) ∠ 90C である直角三角形ABCに

おいて，
5
1cos A のとき， Asin ， Atan

の値を求めよ。 

(例) 次の図を用いて， 120sin ， 120cos ，

120tan の値を求めよ。 

 
(例)三角比の表を用いて，次の値を求めよ。 

(1)sin100° (2)cos140° (3)tan170° 

(例) 1800 ≦≦ において，次の方程式及

び不等式を満たす を求めよ。 

(1) 
2

1cos  (2) 
2
1sin ≧  

(例) 90sin ， 90cos ， 

90tan をsin ，cos ， tan で表

せ。また，その理由も答えよ。 
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（ウ）正弦定理・余弦定理 

   正弦定理や余弦定理について理解し、それら

を用いて三角形の辺の長さや角の大きさを求

めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 図形の計量 

三角比を平面図形や空間図形の考察に活用す

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・三角比の相互関係が90°≦θ≦180°まで拡張さ

れることを理解し、一つの三角比の値から残りの

三角比の値を求めることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

・三角形の辺と角の間に成り立つ基本的な関係とし

て正弦定理及び余弦定理を理解し、正弦定理や余

弦定理を利用して、辺の長さを求めることができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・三角比を利用して、三角形の面積を求めることが

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・三角比の相互関係を用いて、三角比で表されてい

る簡単な式の証明ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・三角形の外接円の半径とその三角形の三角比との

関係を考察し、正弦定理を理解するとともに、正

弦定理や余弦定理を利用して、辺の長さや角の大

きさを求めることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・三角比を活用して、平面図形の計量に利用するこ

とができる。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

・三角比を含む対称式・交代式の値を求めることが

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・正弦定理、余弦定理を三角形の決定条件と関連付

けて理解し、三角形の形状、辺の長さや角の大き

さを求めることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・三角比を活用して、平面図形や空間図形の計量に

利用することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

(例)  18090 において， 

3
1cossin
 

のとき， cossin ， cossin の値

を求めよ。 

 

(例) 次の問に答えよ。 

(1) △ABCにおいて，b ＝4， A＝60°， 

B＝45°のとき，aを求めよ。 

 

 (2) △ABCにおいて，b ＝5，c ＝8， 

A＝60°のとき，aを求めよ。 

    

(例) 次の問に答えよ。 

(1) △ABCにおいて，c ＝ 6 ，a ＝2，

C ＝60°のとき，A 及び外接円の半

径R を求めよ。 

(2) △ABC  において，a＝8，b ＝7， 

c ＝13のとき，C を求めよ。 

(例) △ABCにおいて，次の等式の等式が 

成り立つとき，A , B ，C のうち，最

も大きい角の大きさを求めよ。 

7
sin

3
sin

5
sin CBA

 

 

(例)0°≦ ≦180°において、
13
5sin の

とき，cos ， tan の値を求めよ。 

(例) 次の式を証明せよ。  

1cos2cossin 244  

(例) 次の図のような△ABCにおいて， 

b ＝ 2 ，c ＝3， A＝60°のとき， 

 △ABCの面積Sを求めよ。 

 

 

 

 

 

 

(例) 次の図のような四角形ABCD において、 

5,3,4 ADBCAB ， 120ABC °， 

 60CAD °のとき，次の値を求めよ。 

(1)対角線AC の長さ 

(2)四角形ABCD の面積 

 

 

 

 

 

 

 

(例) 次の図のような直方体 EFGH-ABCD に

おいて，AE ＝ 10 ，EB ＝10，ED＝8のとき， 

 △BDE の面積を求めよ。 
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(3) 

二

次

関

数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 二次関数とそのグラフ 

事象から二次関数で表される関係を見いだす

こと。また、二次関数のグラフの特徴について理

解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 二次関数の値の変化 

（ア）二次関数の最大・最小 

   二次関数の値の変化について、グラフを用い

て考察したり最大値や最小値を求めたりする

こと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・関数の定義を理解し、基本的な事項（定義域、値

域、座標平面等）を理解するとともに、座標平面

上の点の平行移動や二次関数で表される事象を

判断できる。 

 

 

 

 

 

・対称軸（直線 px ）や頂点 ),( qp に着目して二

次関数のグラフの特徴を捉えることができ、二次

関数 cbxaxy 2 を qpxay 2)( の形に

変形し、二次関数のグラフをかくことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・二次関数のグラフから頂点又は軸を境として、関

数の値の増減が変化することを理解し、二次関数

の最大や最小を考察でき、具体的な事象に活用で

きる。（閉区間を含む。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・関数を表現する記号として )(xf を理解し、活用

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

・二次関数 cbxaxy 2 のグラフの特徴につい

て理解し、与えられた式を適切に変形して二次関

数のグラフをかくことができる。また、与えられ

た条件から、二次関数の式を求めることができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・二次関数のグラフを活用して、制限された区間（開

区間も含む。）における二次関数の最大や最小に

ついて考察できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・絶対値やガウス記号を含む簡単な関数の変化につ

いて考察し、グラフをかくことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

・二次関数を表す式を適切に処理し、グラフの平行

移動についての考察ができ、二つの放物線の位置

関係を説明すること等ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・係数や定数項に文字が含まれる二次関数につい

て、適切な場合分けをして、二次関数の最大や最

小を考察できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(例１) 二次関数 322 xxy について、

次の問に答えよ。 

(1) qpxay 2)(＝ の形に変形せよ。 

(2) 頂点の座標と軸の方程式を求めよ。 

(3) 二次関数 322 xxy のグラフを

かけ。 

(例２) 次の空欄に適当な数値を記入せよ。 

「頂点が )2,1( となるように関数

22xy を平行移動した二次関数のグ

ラフ方程式は、 xy (2＝ □
2) □

である。」 

 

(例１) 二次関数 542 2 xxy＝ の軸と頂

点を求め、グラフをかけ。また、頂点

と軸を求めよ。 

(例２) 軸が 2＝x である二次関数のグラフ

が、２点 )4,1(A ， )5,4(B を通る

とき、そのグラフを表す二次関数を求

めよ。 

(例３) ３点 )5,1(A ， )1,2(B ， 

)7,3(C を通る放物線を表す二次

関数を求めよ。 

 

(例１) 二次関数 222 xxy＝ のグラフ 

を 1162 xxy＝ のグラフに重ねる

ためには、x 軸方向、y 軸方向にどれ

だけ平行移動すればよいか。 

(例２) 二次関数 xxy 22＝ のグラフを 

x 軸方向に3、y 軸方向に-2だけ平行

移動した二次関数のグラフの方程式

を求めよ。 

 

(例) 次の二次関数に最大値、最小値があれ

ばそれを求めよ。 

(1) 2)2( 2xy＝    

(2) 2)2( 2xy＝  

(3) )30(142 ≦≦＝ xxxy  

(例) 次の二次関数の最大値，最小値があれ

ばそれを求めよ。 

(1) )21(4122 2 ≦≦＝ xxxy  

(2) )41(342 ≦＝ xxxy  

(3) )41(122 xxxy ≦＝  

(例) aを定数とするとき，次の二次関数の

最小値を求めよ。 

)20(22 ≦≦＝ xaxxy  

(例) 座標平面上の点 A )1,2( 　　 を x 軸方向

に2、y 軸方向に-3だけ平行移動した点

の座標を求めよ。 

(例) 関数 42)( xxf について、 )1(f ， 

)2(f ， )3( af を求めよ。 

  

(例) 関数のグラフをかけ。 

(1)    　1)( xxf  

(2)  ][)( xxf  
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(4) 

デ 

 

タ

の

分

析 

 

（イ）二次方程式・二次不等式 

   二次方程式の解と二次関数のグラフとの関

係について理解するとともに、数量の関係を二

次不等式で表し二次関数のグラフを利用して

その解を求めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア データの散らばり 

四分位偏差、分散及び標準偏差等の意味につい

て理解し、それらを用いてデータの傾向を把握

し、説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・二次関数のグラフとx 軸との共有点のx 座標は二

次方程式の解であることを理解し、x 軸との共有

点のx 座標を求めることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・二次関数のグラフとx 軸との位置関係により、二

次不等式の解の意味を理解し、二次関数のグラフ

を活用して、x 軸との共有点が２個である場合の

二次不等式について解くことができる。 

 

 

 

 

 

・最小値、四分位数、最大値、四分位範囲、四分位

偏差、分散、標準偏差等の用語について理解する

とともに、データから最小値、第１四分位数、第

２四分位数(中央値)、第３四分位数、最大値を求

め、これらを基にして箱ひげ図をかくことができ

る。また、四分位偏差を求め、複数のデータの散

らばりについて比較、説明することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・二次関数のグラフとx 軸との位置関係を、二次方

程式の判別式D を活用し、共有点の個数を求める

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・二次関数のグラフとx 軸との共有点が１個又は０

個である場合の二次不等式を解くことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

・標準偏差を計算して、複数のデータの平均値から

の散らばりを比較、説明することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・係数や定数項に文字が含まれる二次関数につい

て、そのグラフとx 軸との位置関係を、適切に場

合分けをして、考察することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・係数に文字が含まれる二次不等式について、二次

関数のグラフなどを活用して考察できる。 

 

 

 

 

 

 

 

・最小値、第１四分位数、第２四分位数(中央値)、

第３四分位数、最大値などを表す箱ひげ図とデー

タの分布（ヒストグラム）と関連させて、データ

の特徴を捉えることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(例) 次の二次関数のグラフと x 軸との共

有点のx 座標を求めよ。 

(1) 432 xxy＝   

(2) 442 xxy＝  

(例) 次の二次関数のグラフと x 軸との共

有点の個数を答えよ。 

(1) 432 xxy＝   

(2) 442 xxy＝  

(3) 453 2 xxy＝  

(例) 二次関数 kxxy 42＝ のグラフと

x 軸との共有点の個数を求めよ。 

(例) 次の二次不等式を解け。 

(1) 0)4()1( ＜xx  

(2) 022 ≧xx  

(例) 次の二次不等式を解け。 

(1) 0962 ≧xx  

(2) 01062 ＜xx  

(3) 01062 xx  

 

(例) 二次不等式 0222 ＞mmxx の解が

すべての実数であるとき，定数m の値の

範囲を求めよ。 

(例) 次のデータＡ，Ｂについて，平均値か

らの散らばり具合の大きいのはどちら

か。その理由を述べよ。 

Ａ：3,5,4,3,5 

Ｂ：6,8,5,7,6 

(例) 次のデータＡ，Ｂ，Ｃについて，最小  

  値，第１四分位数，第２四分位数，第３  

  四分位数，最大値の値を求め，箱ひげ図  

  をかけ。また、四分位偏差を用いて，散 

  らばり具合の大きい順に並べ，その理由 

を述べよ。 
     Ａ：3,1,5,3,2,4,1,8,2,6 

     Ｂ：5,7,3,5,6,4,5,5,8,5 

     Ｃ：4,2,4,5,9,8,3,5,2,9 

― 

(例)  ア、イのヒストグラムについて，同じデ

ータを使って表示した箱ひげ図はどれか。

下の①～④から選べ。 
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イ データの相関 

散布図や相関係数の意味を理解し、それらを用

いて二つのデータの相関を把握し説明すること。 

 

・散布図や相関係数の意味を理解するとともに、二

つのデータの相関について説明できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・散布図が表す形状と相関係数の関係について把握

できる。相関係数の絶対値が1に近いほど相関が

強いことを理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・二つのデータの対応表や相関表から相関係数を求

めることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(例) 変量 x と変量 y との散布図を作った

ところ，次の図のようになった。 

 y  

 

x  

 
 

２つの変量x ，y の相関係数として，最

も近い値を下から選びなさい。 

(1) -0.9  (2) -0.6  (3)  0.0 

(4)  0.6  (5)  0.9  (6)  1.0 

(例) 次の変量x と変量 y の対応表から，変 

  量x と変量 y の相関係数を求めよ。 

　　　　　

変量

変量

 

(例) 次の変量 x と変量 y の対応表から相

関係数を求めたら-0.9であった。 

変量

変量

 

このことから、変量x と変量 y につい

て、どのようなことがいえるか。最も適

当なものを一つ選べ。 

① 正の相関があり，変量x の値が大きい

ほど変量 y の値が大きい。 

② 正の相関があり，変量x の値が小さい

ほど変量 y の値が大きい。 

③ 負の相関があり，変量x の値が大きい

ほど変量 y の値が大きい。 

④ 負の相関があり，変量x の値が小さい

ほど変量 y の値が大きい。 

⑤ 相関関係はほとんどなく，変量x の値

によって変量 y の値は影響を受けてい

ない。 
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聞

く

こ

と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読

む

こ

と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて、情報

や考えなどを理解したり、概要や要点をとらえ

たりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 説明や物語などを読んで、情報や考えなどを

理解したり、概要や要点をとらえたりする。ま

た、聞き手に伝わるように音読する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・相づちを打ったり、聞き直したりするなどし

て、相手の話に関心をもって聞き続けることが

できる。 
・聞き取れない単語や未知の語句があっても、絵

や図を参考にして、内容を推測するなどして聞

き続けることができる。 
 
 
・事物に対する紹介や対話などを聞いて、大きな

テーマや概要を捉えて、聞き続けることができ

る。 
 
・英語による簡単な指示や基礎的な発問を聞き取

ることができる。 
 
・会話文などにおける基本的な定型表現（挨拶、

道案内など）を聞いて理解することができる。 
・場面や状況、相手の表情などを踏まえて、話し

手の意図を把握し、質問や指示などに適切に応

じることができる。 
・単語の発音の特徴や、基本的な文章のリズムや

イントネーション（文全体に及ぶ声の高さの変

動）を捉えて聞くことができる。 
・英語を使用している人々の日常生活、風俗習慣

など、「聞くこと」の言語活動に必要となる基本

的な文化的背景について理解する。 

 

・英和辞典を正しく使いながら、200～300 語程度

の教科書の文章を読んで、概要や要点を捉える

ことができる。 
・教科書の文章を読んで、文中に未知の語句があ

っても、絵や図などを参考にして、推測しなが

ら読み続けることができる。 
・教科書の文章の単語の発音に気を付けて、聞き

手に伝わるように音読することができる。 
 
・教科書の文章を、フレーズ毎に、適切な速度と

音量で音読することができる。 
・教科書の文章を読んで、つながりを示す基本的

な語句の知識に注意しながら、英語の論理展開

             ・相づちを打ったり、繰り返しや説明を求めたり

しながら、相手の話に関心をもって聞き続ける

ことができる。 
・聞き取れない単語や未知の語句があっても、前

後関係や文脈を考えて、内容を推測するなどし

て聞き続けることができる。 
 
 
・事物に対する紹介や対話などを聞いて、メモを

取るなどして、聞き続けることができる。 
 
 
・５～６文のややまとまった長さの文章につい

て、情報や考え、事実と意見を区別し、整理し

ながら聞くことができる。 
・英語による指示や言い換えられた文章を聞いて

理解することができる。 
・場面や状況、相手の表情などを踏まえて、話し

手の意図を把握し、質問や指示などに適切に応

じることができる。 
・リズムやイントネーションなどに表れる話し手

の意図や気持ちを捉え、音のつながりや欠落に

注意して的確に聞くことができる。 
・英語を使用している人々の日常生活、風俗習慣

など、「聞くこと」の言語活動に必要な文化的背

景について理解する。 

 

・自発的に英和辞典を活用しながら、300～600 語

程度の教科書の文章を読んで、概要や要点を捉

えることができる。 
・教科書の文章を読んで、文中に未知の語句があ

っても、前後関係や文脈を考えて、推測しなが

ら読み続けることができる。 
・教科書の文章の単語の発音及び文章のリズムや

イントネーションに気を付けて、聞き手に伝わ

るように明瞭に音読することができる。 
・教科書の文章を、センテンス毎に、適切な速度

と音量で音読することができる。 
・教科書の文章を読んで、つながりを示す語句の

知識に注意しながら、英語の論理展開を理解す

・相づちを打ったり、繰り返しや説明を求めた

り、言い換えて確認したりするなどして、相手

の話に関心をもって聞き続けることができる。 
・聞き取れない単語や未知の語句があっても、つ

ながりを示す語句（according to, as a result, 
however, in other words, on the other handな
ど）に注意しながら、内容を推測するなどして

聞き続けることができる。 
・事物に対する紹介や対話などを聞いて、箇条書

きでメモを取るなどして情報を整理したり、展

開を予想したりするなどして、聞き続けること

ができる。 
・複数の段落のまとまった長さの文章について、

情報や考え、事実と意見を区別し、整理しなが

ら聞くことができる。 
・英語による説明や意見を聞いて理解することが

できる。 
・場面や状況、相手の表情などを踏まえて、話し

手の意図を把握し、質問や指示などに適切に応

じることができる。 
・リズムやイントネーションなどに表れる話し手

の意図や気持ちを捉え、音のつながりや欠落に

注意して的確に聞くことができる。 
・英語を使用している人々の日常生活、風俗習慣

など、「聞くこと」の言語活動を深めていくため

に必要な文化的背景について理解する。 

 

・自発的に英和辞典を活用しながら、600 語程度以

上の教科書の文章を読んで、概要や要点を捉え

ることができる。 
・教科書の文章を読んで、文中に未知の語句があ

っても、論理展開を考えて、推測しながら読み

続けることができる。 
・教科書の文章の単語の発音及び文章のリズムや

イントネーションに気を付けて、聞き手に的確

に伝わるように明瞭に音読することができる。 
・教科書の文章全体を、適切な速度と音量で音読

することができる。 
・教科書の文章を読んで、つながりを示す語句の

知識に注意しながら、英語の論理展開を理解す
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話

す

こ

と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経

験したことに基づき、情報や考えなどについ

て、話し合ったり意見の交換をしたりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を理解する。 
・教科書の文章を読んで、事実と意見などを区別

して内容を理解し、自分なりの意見や感想を日

本語や英語で交換することができる。 
 
・教科書の文章の段落の中で、トピック・センテ

ンスとサポーティング・センテンスの関係を理

解する。 
 
・身近な話題（例えばスポーツ、文化など）につ

いての文章を読み取るための語句や、文法事項

を理解する。 
・英語を使用している人々の日常生活、風俗習慣

など、「読むこと」の言語活動に必要となる基本

的な文化的背景について理解する。 
・英語で書かれた短い手紙や電子メールのメッセ

ージを読むことができる。 
・１年間に、サイドリーダーを１冊以上読む。 

 

・200～300 語程度の教科書の文章の内容を理解し

た後に、簡単な英語の質問を聞いて、ＹＥＳ/ 
ＮＯ又は単語や語句を用いて答えることができ

る。 
・教科書で扱った身近な話題や自分の興味、関心

があることについて、ワークシートやメモなど

を利用して、英語で相手に伝えることができ

る。 
・ペアやグループで、身近な話題について、学ん

だことや経験したことに基づき、話し合ったり

意見の交換をしたりすることができる。 
 
・うまく言えないことがあっても、簡単な表現や

ジェスチャーなどを用いて、情報や考えを相手

に伝えることができる。 
・単語の発音や基本的な文章のリズムやイントネ

ーションに気を付けて、十分な声の大きさで話

すことができる。 
 
・挨拶や身近な場面で必要となる語句や表現、文

法事項を身に付けている。 

る。 
・教科書の文章を読んで、事実と意見などを区別

して内容を理解し、自分なりの意見や感想を英

語で交換することができる。 
 
・教科書の文章の段落の中で、トピック・センテ

ンスとサポーティング・センテンスの関係を理

解し、各段落の役割と文章全体の流れを理解す

る。 
・幅広い話題（例えば異文化理解、環境問題な

ど）についての文章を読み取るための語句や、

文法事項を理解する。 
・英語を使用している人々の日常生活、風俗習慣

など、「読むこと」の言語活動に必要な文化的背

景について理解する。 
・英語学習者向けの英字新聞や雑誌、インターネ

ット上の記事を読んで、概要を理解する。 
・１年間に、サイドリーダーを２冊以上読む。 

 

・300～600 語程度の教科書の文章の内容を理解し

た後に、英語の質問を聞いて、文章で答えるこ

とができる。 
 
・教科書で扱った身近な話題や自分の興味、関心

があることについて、既習の語句や表現を活用

して、ワークシートやメモなどを利用しなが

ら、英語で相手に伝えることができる。 
・ペアやグループで、幅広い話題について、学ん

だことや経験したことに基づき、話し合ったり

意見の交換をしたりすることができる。 
 
・うまく言えないことがあっても、既習の語句や

表現を用いて、情報や考えを相手に伝えること

ができる。 
・単語の発音に気を付けながら、場面や状況、相

手の反応などを踏まえて、リズムやイントネー

ションを意識して、十分な声の大きさ、適切な

速度で話すことができる。 
・日常生活の様々な場面で必要となる語句や表

現、文法事項を身に付けている。 

る。 
・教科書及びサイドリーダーなどの文章を読ん

で、事実と意見などを区別して内容を理解し、

自分なりの意見や感想を論理的に英語で交換す

ることができる。 
・教科書の文章の段落の中で、トピック・センテ

ンスとサポーティング・センテンスの関係を理

解し、各段落の役割と文章全体の流れを理解す

る。 
・抽象的な内容（例えば言語の多様性、生命倫理

など）を含む文章を読み取るための語句や、文

法事項を理解する。 
・英語を使用している人々の日常生活、風俗習慣

など、「読むこと」の言語活動を深めていくため

に必要な文化的背景について理解する。 
・英字新聞やインターネットを活用し、必要な情

報を読み取ることができる。 
・１年間に、サイドリーダーを３冊以上読む。 

 

・600 語程度以上の教科書の文章の内容を理解した

後に、英語の質問を聞いて、根拠を示しながら

文章で答えることができる。 
 
・教科書で扱った内容について、既習の語句や表

現を応用して、ワークシートやメモなどを活用

しながら、その概要を英語で相手に伝えること

ができる。 
・ペアやグループで、幅広い話題について、学ん

だことや経験したことに基づき、根拠を示しな

がら話し合ったり意見を交換したりすることが

できる。 
・うまく言えないことがあっても、既習の語句や

表現を効果的に用いて、情報や考えを相手に伝

えることができる。 
・単語の発音に気を付けながら、場面や状況、相

手の反応などを踏まえて、適切なリズムやイン

トネーションを用い、十分な声の大きさ、適切

な速度で積極的に話すことができる。 
・話合いや発表で必要となる語句や表現、文法事

項を身に付けている。 
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エ 聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経

験したことに基づき、情報や考えなどについ

て、簡潔に書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・あらかじめ準備した絵や写真を使って、話し合

ったり意見の交換をしたりすることができる。 
 
・事実と意見などを区別して、話すことができ

る。 
・英語を使用している人々の日常生活、風俗習慣

など、「話すこと」の言語活動に必要となる基本

的な文化的背景について理解する。 

 

・既習の語句や表現、文法事項を活用して、間違

うことを恐れずに、学んだことや経験したこと

に基づき、身近な話題について 20 語程度の文章

を書くことができる。 
・教科書の文章について、ワークシートなどを用

いて要約文を完成させることができる。 
・教科書の文章や、聞いたり読んだりした内容に

ついて、20 語程度で感想や意見を書くことがで

きる。 
・教科書の文章のキーワードやトピック・センテ

ンスを書き出すことができる。 
 
 
・手紙や電子メールの書き方などの基本的な知識

を身に付け、自分の意思を伝えることができ

る。 
・事実と意見などを区別して、基礎的な表現を用

いて書くことができる。 
・自分で書いた文章を読み直し、語句や文法など

の誤りを正して、読み手に分かりやすい文章を

書くことができる。 
 
・うまく表現できないことがあっても、平易な語

句や表現を用いて書くことができる。 
・必要に応じて英和辞書などを活用して書く。 
・英語を使用している人々の日常生活、風俗習慣

など、「書くこと」の言語活動に必要となる基本

的な文化的背景について理解する。 
 

・図やグラフなどの資料を使って、話し合ったり

意見の交換をしたりすることができる。 
 
・事実と意見などを区別して、既習の表現を活用

して話すことができる。 
・英語を使用している人々の日常生活、風俗習慣

など、「話すこと」の言語活動に必要な文化的背

景について理解する。 

 

・既習の語句や表現、文法事項を活用して、間違

うことを恐れずに、学んだことや経験したこと

に基づき、幅広い話題について 40 語程度の文章

を書くことができる。 

・教科書の文章について、パートごとに、２～３

文程度の要約文を書くことができる。 

・教科書の文章や、聞いたり読んだりした内容に

ついて、40 語程度で感想や意見を書くことがで

きる。 
・トピック・センテンスやサポーティング・セン

テンスの構成を考え、つながりを示す語句を適

切に用いながら、文章を書くことができる。 
 
・手紙や電子メールの書き方などの知識を身に付

け、お互いに意思を伝え合うことができる。 
 
・事実と意見などを区別して、既習の表現を用い

て書くことができる。 
・自分で書いた文章を読み直し、表現の曖昧さを

なくしたり、語句や文法などの誤りを正したり

して、読み手に分かりやすい文章を書くことが

できる。 
・うまく表現できないことがあっても、既習の語

句や表現を用いて書くことができる。 
・必要に応じて英和辞書などを活用して書く。 
・英語を使用している人々の日常生活、風俗習慣

など、「書くこと」の言語活動に必要な文化的背

景について理解する。 

 

 

・新聞記事やニュースなどの情報に基づき、話し

合ったり意見の交換をしたりすることができ

る。 
・事実と意見などを区別して、既習の表現を効果

的に用いて論理的に話すことができる。 
・英語を使用している人々の日常生活、風俗習慣

など、「話すこと」の言語活動を深めていくため

に必要な文化的背景について理解する。 

 

・既習の語句や表現、文法事項を活用して、間違

うことを恐れずに、学んだことや経験したこと

に基づき、幅広い話題について 80 語程度の文章

を書くことができる。 

・教科書の文章について、パートごとに、５～６

文程度の要約文を書くことができる。 

・教科書の文章や、聞いたり読んだりした内容に

ついて、80 語程度で感想や意見を書くことがで

きる。 
・トピック・センテンスやサポーティング・セン

テンスの構成を考え、つながりを示す語句を適

切に用いながら、論理の展開が明確な文章を書

くことができる。 
・手紙や電子メールの書き方などの知識を身に付

け、意見交換したり、話をまとめたりすること

ができる。 
・事実と意見などを区別して、既習の表現を適切

に用いて論理的に書くことができる。 
・自分で書いた文章を読み直し、表現の曖昧さを

なくしたり、語句や文法などの誤りを正したり

して、論点が明確で、読み手に分かりやすい文

章を書くことができる。 
・うまく表現できないことがあっても、既習の語

句や表現を効果的に用いて書くことができる。 
・必要に応じて英和辞書などを活用して書く。 
・英語を使用している人々の日常生活、風俗習慣

など、「書くこと」の言語活動を深めていくため

に必要な文化的背景について理解する。 

 

 


